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「森林組合」を 

ご存じですか？ 

－1－



　 74% 

組合員外 

86% 

地区に居住する組合員が 

所有する森林面積の割合 

  ◎ 森林所有者の出資によって運営を行っている「協同組合」です。 

  ◎ 森林の手入れや立木の伐採、加工、販売などのお世話をしています。 

 森林組合とは？ 

 森林組合への加入状況 

  ◎ 熊本県内の私有林面積の７４％が、組合員の所有する森林です。 

  ◎ 組合員所有のうち８６％の森林を組合地区内に居住する組合員が 

    所有しています。  

組合員の所有林面積の割合 

 森林組合の組織 

組合員等が出席し、組合運営における重要事項の決定を行う 

組合業務における重要事項の決定、監督を行う 

組合の業務や理事の職務を監査する 

現場で森林の手入れ等を行う 

組合の代表者 

業務執行の最高責任者 

業務の管理、組合員に対するお世話等を行う 

～森林組合連合会～ 

◎ 森林組合を会員とする「協同組合」です。 
 

◎ 森林組合の指導・監査をはじめ、森林の調査や製材品の加工販売な 

   ど森林組合の業務が円滑に進められるよう支援を行っています。 
 

◎ 近年では、県内の人工林資源が成熟する中、森林所有者が林業経 

   営を行ううえで少しでも利益が得られるよう、森林組合による木材安 

   定供給体制づくりや林業、木材産業における流通の合理化などに取 

   組んでいます。                                                    

森林組合連合会 

森林組合 森林組合 森林組合 

組合員が所有

主る森林面積 

251,518ｈａ 

団体支援課業務資料より 

熊本県内 

私有林面積 

342,184ｈａ 

組合員所有 地区内居住者 

地区外居住者 

総（代）会 

理事会 

監事会 

森林整備班 職  員 

代表理事 
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◎地域の森林を適切に管理することによって、森林の持つ公益的機能を維持・ 

   増進させ、地域住民の暮らしの安全確保や下流域も含めた水資源の確保 

  等を行います。 
 

 【公益的機能とは？】                                            

 森林組合の役割 

 

 

  

新植とは？ 

 立木を伐採した林地に、苗木を植える行為。 

除間伐とは？ 

 樹木の混み具合に応じて、育成する立木の一部を伐採（間引き）し、残った立木の成長を促進させること。 

 森林組合は、森林の手入れのほか、組合員から立木の伐採から販売まで

の作業を受託するなど林業経営のお手伝いをしています。 

①森林の公益的機能を維持・増進させる役割 

 ②協同組合としての役割 

組合員が行う 

林業経営の支援 

国産材を 

安定的に供給 

など 

持
続
可
能
な
 

林
業
経
営
を
推
進
 

土壌表面の土砂流出

を防止する機能 

土壌中に水分を 

蓄える機能 
水質を浄化する機能 

 森林組合は、新植や除間伐等の森林整備の大半を実施する、地域の森林

を守る林業の中核的な担い手です。 
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森林組合が行う業務 

森林からの木材生産は、高性能の機械化が進んでいます 

-4 -



（※Ｐ６参照） （※Ｐ７参照）

（※Ｐ８参照）

（※Ｐ９参照）

　　　

（※Ｐ１０参照）

 ◎ 植林（新植、樹下植栽など）

 ◎ 山林売買のあっせん

 ◎ 森林の調査（境界測量など）

 ◎ 各種林業補助金の申請、受領手続き

 ◎ 森林の手入れ
      (下草刈り、除間伐、作業道の開設など)

　◎ 林業経営に関する相談受付・指導、
　　　情報提供

 ◎ 組合員等が自ら伐採・生産した丸太等
　　 の販売

 ◎ 立木の伐採から丸太の生産・販売

 ◎ 丸太を森林組合の施設で製材品や
     木材チップ等に加工し、販売

　◎ 林業経営などを行う際に必要な物資
       を仕入れて販売

　　【物資の例】
　　　苗木、肥料、チェンソー、刈払機、
　　　薬剤、しいたけ生産資材　など

  ◎ 林業経営に必要な資金の貸付

指導事業 

業務の概要 

   

 森林組合が行う業務は、大きく分けて２つあります。 
 

 

         
組合員等に対して行う業務 

組合員等から委託を受けて 

行う業務 

販売事業 

購買事業 

加工事業 

森林整備事業 

林地供給事業 

金融事業 

林産事業 

利用事業 
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指導事業 

組合員などの 

森林所有者 
県民 

森林組合へ 

管理等を委託 

持続可能な林

業経営の促進 

森林整備の重要性

や林業振興に対す

る理解の促進 

林業経営に 

関する 

相談受付・指導 

林業経営に関 

する情報提供 森林整備やそれ

を支える林業の

振興の必要性に

関する教育活動 

事
業
の
内
容
 

対
象
者
 

目指 

す 

成果 

森林経営計画の作成や作成に関する指導などの活動 
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組合員等から委託を受けて、森林所有者自ら伐採・生産した丸太

を販売する。 

販売事業 

<事業の内容> 

組合員等が自ら伐採・生産し

た丸太を販売施設へ運搬 

森林組合が、木材市場等（組合

所有施設含）で販売 
※県内では、９組合が市売市場を運営） 

<事業の仕組み> 

組合員等 

森林組合 
① 丸太の販売を 

  委託 

 木材市場等（組合所有施設

含む）で販売 

④ 納入 

⑤ 販売経費、 

   手数料の支払い 

① 

② 

③ 

(※①～⑤は、流れを示しています。） 

⑤ 

販売収入 
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組合員等からの委託又は、買取によって、立木の伐採から丸太

の生産・販売までを行う。 

林産事業 

<事業の内容> 

森林組合が、木材

市場等で販売 

<事業の仕組み

組合員等 ① 立木の伐採～丸太の生産、販売を委託 

(※①～⑥は、流れを示しています。） 

伐採 丸太の生産 販売施設へ運搬 

森林組合 

③ 木材市場等で販売 

② 
 ◎立木の伐採 

【受託の場合】 

【買取の場合】 

組合員等 森林組合 
① 森林組合と立木の買取契約を結ぶ 

③ 
 ◎立木の伐採 

② 買取代金の支払い 

④ 木材市場等で販売 

⑥ 
納入 

 

⑤ 
経費・手数料及び

補助金収入を含め

事業費を精算 
④ 販売収入 

⑤ 販売収入 

補助金収入 

（間伐の場合のみ） 

補助金収入 

（間伐の場合のみ） 
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組合員の生産する林産物を加工するもの。（買取加工・受託加工） 

 

主に丸太を森林組合の施設で製材品や木材チップ等に加工し、

販売する。（県内では、９組合が実施） 

加工事業 

<事業の内容> 

所有施設で加工 

<事業の仕組み

組合員等 
① 林産物の加工を委託 

(※①～⑤は、流れを示しています。） 

市場等から丸太を購入 製品市場等へ

出荷 
施設へ運搬 

森林組合 

【受託の場合】 

【買取の場合】 

組合員等 森林組合 
① 森林組合と林産物（丸太）の買取契約を結ぶ 

② 買取代金の支払い 

④ 
製品市場等へ出

荷販売 

③ 
納品 

 

④ 加工料又は、加工利用料の請求 

⑤ 加工料又は、加工利用料の支払 

③ 
◎丸太の加工 

  （製材） 

◎その他の林産   

⑤ 販売収入 

② 
◎丸太の加工 

  （製材） 

◎その他の林産   
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森林整備事業 

<事業の内容> 

植 林 下草刈り 

組合員等から委託を受けて行う

場合（林業経営として） 
  

 

県や市町村の事業を受注して行う

場合（森林整備として） 
※森林の手入れ不足により、土砂の流出等の危険性が

高い森林で行うもの。 

除間伐 

<事業の仕組み> 

組合員等 

① 森林組合に委託 

(※①～⑥は、流れを示しています。） 

森林組合 

②作業の実施 

森林所有者 
④ 

事業の実施 

① 
実施の 

必要性 

や計画 

の説明 

植林（新植や樹下植栽など）、森林の手入れ（下草刈りや除間

伐など）を行う。 

これには、２つの場合があります。 

③作業完了 

④ 
経費・手数料

及び補助金収

入を含め事業

費を精算 

行政 

② 
森林所

有者の

承諾 

③ 
事業発注 

連絡

調整 

⑥ 請求費用の支払い 

⑤ 
請求 

【補足】下草刈りや除間伐などの「森林の手入れ」は、森林・林業分野では『保育』と呼ばれています。 

⑤ 事業完了 
（行政から委託料等を受領） 

※補助金収入は、森林経営計画等を作成している林分において発生します。 

森林組合 

補助金収入 
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近年の運営状況 
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　　　（１）部門別収益の推移

　　　（２）事業利益計上組合数の推移

　　　（３）当期剰余金計上組合数の推移
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 森林組合の経営状況 
１ 県内における推移 

 ●森林組合が行う事業は、「指導部門」のほか「森林整備部門」と「販売・加工部門」に分けられる。 

 ●指導部門は、組合員等に対し、森林整備の必要性普及や間伐等森林施業の実施に関する提案を行う 

  とともに、組合員等の委託を受けて行う森林経営計画の作成やそのための情報提供等を行っている 

  ため、指導部門としての収益は、極めて少ない。 

 ●森林整備部門の収益をみると、平成25年度以降減少傾向にあり、平成29年度は42.7億円となってい 

   る。 

 ●販売・加工部門の収益をみると、平成25年度からは50億円台を推移しており、平成29年度は55.2億 

  円（前年比101％）となっている。 
 

２ 全国・九州との比較 

 ●平成28年度における収益額は、森林整備部門、販売・加工部門ともに全国・九州平均に比べて高い 

  状況にある。 

 ●平成28年度における当期剰余金を計上する本県の組合数の割合は、全国・九州平均の割合と同じ９ 

  割程度の状況にある。 

 

平成28年度林野庁「森林組合統計」より 

森林整備部門：森林整備事業、利用事業、購買事業、金融事業、林地供給事業 

販売・加工部門：販売事業、林産事業、加工事業 

平成28年度林野庁「森林組合統計」より 

平成28年度林野庁「森林組合統計」より 
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＜補足＞  事業損益＝事業総損益（全部門収益－全部門費用）－事業管理費 

団体支援課業務資料より 

団体支援課業務資料より 

団体支援課業務資料より 
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（１）森林組合系統の販売施設における丸太取扱量の推移

（２）森林組合系統の販売施設における丸太売上高の推移

　　　　 　　  

 

（３）森林組合系統の販売施設における丸太の平均単価の推移
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 販売事業の推移 
１ 県内における推移 

 ●森林組合系統の販売施設における丸太取扱量、売上高はともに、おおむね丸太価格の動向に沿う形で推移し 

  ており、平成29年度は前年並みとなっている。 

 ●森林組合系統の販売施設における丸太の平均単価は平成25年度までは波があったが、平成26年度以降は横 

   ばいに推移しており、平成29年度の平均単価はスギ10,364円、ヒノキ12,409円となっている。 

 

    <補足> 【森林組合系統とは？】  森林組合連合会と森林組合のこと。 
 

【森林組合系統の販売施設について】 

 ①９森林組合（緑川、鹿本、菊池、阿蘇、小国町、水俣芦北、球磨村、上球磨、天草地域）の９施設（緑川、鹿本、菊池、南 

      小国、小国町、高森、水俣芦北、上球磨、天草地域）が運営を行っている。 

 ②当施設に集荷される丸太は、森林組合が行う林産事業によって生産された丸太が多くの割合を占める。 

    その他、組合員や民間林業会社等が直接持ち込む場合もある。 
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（１）丸太販売量の推移

（２）販売高の推移

（３）伐採種別伐採面積の推移

（４）伐採種別材積量の推移
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 林産事業の推移 
１ 県内における推移 

 ●丸太販売量は平成24年度から増加傾向にあり、販売高はおおむね丸太価格の動向に沿う形で推移している。 

 ●間伐材積は、200千ｍ3程度の水準で推移しているが、主伐材積は、増加傾向にある。 
 

２ 全国・九州との比較 

 ●平成28年度の間伐面積及び材積量は、九州平均と比較すると、面積、材積量ともに2.3倍となり、同様に 

  全国平均と比較すると、面積、材積量ともにが2.6倍となっている。 

  また、主伐面積及び材積量は、九州平均と比較すると、面積は1.6倍、材積量は1.1倍となり、同様に全国 

  平均と比較すると、面積が2.3倍、材積量は2.4倍となっている。 
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（１）新植面積の推移

（２）保育面積の推移

（３）保育（除間伐）面積の推移
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１ 県内における推移 

 ●新植面積は、概ね700ha程度の水準で推移している。 

 ●保育面積、保育（除間伐）面積はともに減少傾向となっている。 
 

２ 全国・九州との比較 

 ●平成28年度の実施量は、九州平均と比較すると新植面積は1.4倍、保育面積は1.6倍、保育（除間伐）面 

  積は、1.5倍となり、同様に全国平均と比較すると、新植面積1.9倍、保育面積は1.3倍、保育（除間 

  伐）面積は同程度となっている。 

 森林整備事業の推移 
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森林組合の比較 
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１　組合員数 ２　組合員所有森林（私有林）面積
順位 都道府県名 （人） 順位 都道府県名 （ha）

1 鹿児島県 99,154 1 北海道 700,666
2 長野県 85,064 2 岐阜県 444,879
3 広島県 75,287 3 岩手県 441,304
4 島根県 60,787 4 島根県 379,730

17 熊本県 37,901 12 熊本県 252,032
32,437 209,913
36,708 168,341

３　森林整備班員数 ４　事業総収益
順位 都道府県名 （人） 順位 都道府県名 （百万円）

1 北海道 805 1 北海道 25,275
2 宮崎県 750 2 大分県 10,278
3 高知県 744 3 宮崎県 10,170
4 熊本県 681 4 秋田県 10,053
5 長野県 671 5 熊本県 9,694

364 5,320
419 5,859

５　販売事業における丸太取扱量 ６　加工事業における取扱高
順位 都道府県名 （㎥） 順位 都道府県名 （百万円）

1 北海道 650,214 1 北海道 7,331
2 秋田県 365,515 2 新潟県 3,558
3 宮崎県 273,860 3 大分県 2,968
4 岩手県 189,800 4 熊本県 2,579
8 熊本県 151,897 5 宮崎県 1,801

78,325 811
110,063 1,064

７　林産事業（主伐）の面積 ８　林産事業（間伐）の面積
順位 都道府県名 （ha） 順位 都道府県名 （ha）

1 北海道 3,458 1 岐阜県 3,585
2 宮崎県 726 2 秋田県 2,727
3 岩手県 617 3 熊本県 2,586
4 熊本県 515 4 静岡県 2,347
5 大分県 507 5 高知県 2,213

222 980
329 1,130

９　新植面積 １０　保育（除間伐）面積
順位 都道府県名 （ha） 順位 都道府県名 （ha）

1 北海道 6,311 1 北海道 16,323
2 宮崎県 1,507 2 岐阜県 5,772
3 大分県 752 3 長野県 4,830
4 岩手県 682 4 和歌山県 4,023
5 熊本県 634 14 熊本県 2,119

342 2,073
455 1,372

※数値は、平成２８年度林野庁「森林組合統計」から引用。

全国平均
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 全国における熊本県の順位 
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 皆さんがお持ちになっている山（森林）の中で、次のようなことに心当たり

はありませんか？ 
 

  ■ 「所在地や境界、生育状況など山の現況を知らない」 

  ■ 「手入れをする必要があるが、自分ではできなからそのままにしている」 

  ■ 「手入れをしたいが、誰にお願いしたら良いか分からない」 
 

 良い森林を育てるには、間伐などの手入れが必要になります。 

じゃあ、どうすれば良いの？ 

 ご自身で山を管理することが難しく、手入れなどを任せたいという人は、地元の森林組合や林

業会社などのほか、積極的に森林経営を行っている人などに森林の経営を委託するやり方があ

ります。 

  

 ■ この場合のメリットとして間伐などの手入れに掛かる経費を少なくすることができます。 

    また、周辺の森林も一緒に手入れができれば、さらに経費の軽減につながります。 

 

 ご自身で森林経営ができなくても、経営自体を委託することにより、良好な森林の管理ができ

るようになり、結果としてきちんと手入れされた森林になります。 

 この機会に、所有する森林のご確認をされることをお勧めします！！ 

手入れのされていない森林 間伐後の森林 

山（森林）をお持ちの方々へ 

なぜ、手入れに掛かる経費を少なくすることが出来るの？ 

→ 森林の経営の委託を受けた森林組合等の林業事業体が、「森林経営計画」を作成し、

それを市町村等から認定されると、植栽や下刈り、間伐などの森林施業に対する補助

制度を活用できるようになることから経費を少なくすることができます。 

森林所有者の皆様へ 
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森林組合等 郵便番号 所　在　地 電話番号 ＦＡＸ番号

熊本県森林組合連合会 861-8041 熊本市東区戸島2-3-35  096-285-8688 096-285-8651

緑川森林組合 861-3512 上益城郡山都町下馬尾315  0967-72-0154 0967-72-1303

玉名森林組合 861-0906 玉名郡和水町西吉地2746-2 0968-34-2052 0968-34-2049

鹿本森林組合 861-0554 山鹿市城3599 0968-42-1337 0968-42-8334

菊池森林組合 869-1206 菊池市旭志伊坂524-1 0968-37-3500 0968-37-3180

阿蘇森林組合 869-2224 阿蘇市蔵原885-1 0967-34-0335 0967-34-0467

小国町森林組合 869-2501 阿蘇郡小国町大字宮原1802-1 0967-46-2411 0967-46-5474

八代森林組合 869-4403 八代市泉町下岳101 0965-67-2231 0965-67-2022

水俣芦北森林組合 867-0001 水俣市小津奈木473-1 0966-62-2014 0966-62-3172

くま中央森林組合 868-0044 人吉市東間下町3333-1 0966-24-3729 0966-24-3730

多良木町森林組合 868-0501 球磨郡多良木町大字多良木837-4 0966-42-2122 0966-42-5967

上球磨森林組合 868-0701 球磨郡水上村大字岩野160 0966-44-0344 0966-44-0525

相良村森林組合 868-0101 球磨郡相良村大字四浦東2081-1 0966-36-0111 0966-36-0112

五木村森林組合 868-0201 球磨郡五木村甲2672-33 0966-37-2314 0966-37-2315

球磨村森林組合 869-6204 球磨郡球磨村大字神瀬甲1130 0966-34-0211 0966-34-0100

天草地域森林組合 863-0044 天草市楠浦町9946-1 0969-22-2646 0969-24-3806

（平成３０年１２月末現在）

 県内には、１５の森林組合があり、それらの森林組合の指導機関として１つの連合会があります。 

 ご利用の際には、お持ちの山林がある地域の森林組合、または連合会にご連絡ください。 

森林組合では、色んなお世話をしています。 

是非ご利用ください。 

 ◎ 年をとって、自分では森林の手入れや立木の伐採、販売ができない。  

 ◎ 相続したばかりで、森林の境界や手入れの仕方、立木の伐採、販売の仕方が分からない。 

 ◎ 森林の手入れや立木の伐採、販売などの森林経営を委託したい。 

 ◎ 間伐をしたいが、自分ではできない。 

 ◎ 森林を売買したい。 

森林所有者の皆様！ 

こんな事でお困りではないですか？ 
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凡例

● 森林組合所在地

■ 熊本県森林組合連合会所在地

普通組合

中核組合

熊本県森林組合位置図 (平成30年12月1日現在） 

熊本市 

荒尾市 

玉名市 

南関町 

長洲町 

和
水
町
 

菊池市 

大津町 

菊陽町 

合志市 

南小国町 

小国町 

産山村 

高森町 

西原村 

御船町 

嘉島町 

益城町 

甲佐町 

山都町 

宇城市 

宇土市 

八代市 

芦北町 

津奈木町 

水俣市 

人吉市 
錦町 

あさぎり町 多良木町 

湯前町 

水上村 

相良村 

五木村 

山江村 

球磨村 

天草市 

上天草市 

苓北町 

山鹿市 

阿蘇市 

南阿蘇村 

美里町 

玉
東
町
 

氷川町 

熊本市 

(旧植木町) 

山都町 

(旧蘇陽町) 

熊本市 

阿 蘇 

小国町 

菊 池 

鹿 本 

玉 名 

緑 川 

八 代 

五木村 

上球磨 

天草地域 

くま中央 

多良木町 

水俣芦北 

球磨村 相良村 

－20－


